
平成 24 年度第３回おおいた子ども・子育て応援県民会議

日時：平成 25 年 2 月 21 日（木） 13:30～15:30

場所：全労済ソレイユ ７階カトレア

１ 開会

２ 議事

(1) 平成 25年度次世代育成支援対策関連事業の要求状況について

①「子育て満足度日本一」推進加速のための事業

②ワーク・ライフ・バランス実践支援事業

③発達障がい児支援圏域拠点整備事業

④次代の親づくり推進事業

(2)子ども・子育て支援新制度について

(3) 意見交換

「子育て満足度日本一」に向けて今後取り組むべきこと

３ 閉会



(1) 平成 25年度次世代育成支援対策関連事業の要求状況について

①「子育て満足度日本一」推進加速のための事業

②ワーク・ライフ・バランス実践支援事業

③発達障がい児支援圏域拠点整備事業

④次代の親づくり推進事業
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※
平

成
2
5
年

度
の

子
育

て
支

援
に

関
連

す
る

主
な

予
算

要
求

事
業

を
基

本
施

策
別

に
と

り
ま

と
め

た
も

の
で

す
。

（
こ

ど
も

子
育

て
支

援
課

調
べ

）

【
基

本
施

策
】

【
2
5
年

度
主

要
関

連
要

求
事

業
（
抜

粋
）
】

（
１
）
社
会
全
体
の
意
識
づ
く
り

（
２
）
子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
づ
く
り

（
３
）
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
づ
く
り

★
（
１
）
子

育
て
支

援
サ

ー
ビ
ス
の

充
実

等

★
（
２
）
保

育
サ

ー
ビ
ス
の

充
実

等

★
（
３
）
子

育
て
支

援
者

の
育

成

★
（
４
）
子

育
て
支

援
サ

ー
ビ
ス
に
関

す
る
情

報
提

供
の

充
実

（
５
）
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

（
６
）
地
域
ぐ
る
み
の
交
流
活
動
の
推
進

★
（
１
）
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の

推
進

★
（
２
）
男

性
の

育
児

参
加

の
促

進

★
（
３
）
女

性
の

就
労

支
援

（
４
）
若
者
の
就
労
支
援

○
児

童
虐

待
防

止
緊

急
対

策
事

業

【
施

策
の
方

向
】

○
子

育
て
に
悩

ん
で
い
る
お

母
さ
ん
に
対

し
、
専

門
家

で
は
な
く
一

般
の
子

育
て

経
験

者
が
話

を
聴

き
、
必

要
に
応

じ
て
専

門
機

関
に
繋

ぐ
と
い
う
取

組
が
必

要
○

就
学

前
の
子

ど
も
が
、
地

域
と
交

流
を
図

れ
る
よ
う
な
仕

組
み

づ
く
り
が
必

要
○

病
児

・
病

後
児

保
育

を
推

進
す

べ
き

○
保

育
士

不
足

の
解

消
を

○
保

育
士

等
が
家

庭
へ

の
子

育
て
支

援
を
適

切
に
実

施
で
き
る
よ
う
相

談
援

助
能

力
を
高

め
る
研

修
を
行

う
こ
と
が
必

要
○

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ等

で
大

量
の
情

報
に
囲

ま
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
子

育
て
に

関
わ
る
本

当
に
必

要
な
情

報
に
気

づ
い
て
い
な
い
。
積

極
的

な
広

報
活

動
を

○
市

町
村

に
ど
う
取

り
組

ん
で
も
ら
う
か
が
大

事
。
県

が
音

頭
を
取

っ
て
、
市

町
村

単
位

で
関

係
機

関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作

る
よ
う
な
取

組
が
必

要
○

公
民

館
等

を
活

用
し
て
地

域
の
つ

な
が
り
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
が
大

事

○
人

権
啓

発
推

進
事

業
○

男
女

共
生

お
お

い
た
推

進
事

業

○
い
つ

で
も
児

童
相

談
体

制
整

備
事

業
○

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
機

能
強

化
事

業
◎

認
定

こ
ど
も
園

支
援

事
業

◎
病

児
・
病

後
児

保
育

事
業

◎
緊

急
雇

用
保

育
士

・
幼

稚
園

教
諭

人
材

確
保

事
業

○
大

分
に
こ
に
こ
保

育
支

援
事

業
○

子
育

て
支

援
対

策
充

実
事

業
◎

新
た
な
子

育
て
支

援
制

度
普

及
事

業

○
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
言

葉
の
周

知
度

が
ま
だ
低

い
。

○
W
L
B
の
取

組
の
先

進
企

業
を
良

い
モ
デ

ル
と
し
て
積

極
的

に
紹

介
す

べ
き

○
W
L
B
セ
ミ
ナ
ー

を
積

極
的

に
開

催
し
、
全

体
に
意

識
を
浸

透
さ
せ

る
べ

き
○

父
親

の
横

の
連

携
を
深

め
る
こ
と
が
必

要
○

子
ど
も
を
持

つ
世

代
に
対

す
る
起

業
支

援
も
必

要

子 ど も が 心 身 と も に

安 心 し て 子 ど も を 生

第
１

章

子
ど

も
の

成
長

と

子
育

て
を

み
ん

な
で

支
え

る
意

識
づ

く
り

子 ど も の 笑 顔 を は

第
２

章

地
域

に
お

け
る

子
育

て
の

支
援

第
３
章

子
育

て
も

仕
事

も

し
や

す
い

環
境

づ
く

り

次
世

代
育

成
支

援
対

策
関

連
事

業
（
平

成
2
5
年

度
当

初
予

算
要

求
状

況
）

【
め
ざ
す
姿
】【
基

本
目
標

】
【
2
4
年

度
お

お
い
た
子

ど
も
・
子

育
て
応

援
県

民
会

議
に
お

け
る
主

な
ご
意

見
等

】

◎
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
実

践
支

援
事

業

○
民
間
企
業
協
働
型
子
育
て
支
援
事
業

○
女
性
の
就
労
総
合
支
援
事
業

○
女
性
の
再
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

★
（
１
）
児

童
虐

待
に
対

す
る
取

組
の

強
化

★
（
２
）
社

会
的

な
養

護
の

場
の

充
実

（
３
）
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

（
４
）
障
が
い
児
へ
の
支
援

★
（
５
）
い
じ
め
・
不

登
校

や
ひ
き
こ
も
り
へ

の
対

応

（
６
）
在
住
外
国
人
の
親
と
子
ど
も
へ
の
支
援

（
１
）
子
ど
も
や
母
親
の
健
康
づ
く
り

（
２
）
思
春
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り

★
（
３
）
親

に
な
る
た
め
の

健
康

づ
く
り
へ

の
支

援

（
４
）
不
妊
に
悩
む
人
へ
の
支
援

（
５
）
子
ど
も
の
病
気
へ
の
支
援

（
６
）
食
育
の
推
進

（
１
）
次
代
の
親
づ
く
り

（
２
）
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
学
校
づ
く
り

（
３
）
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

（
１
）
子
育
て
し
や
す
い
生
活
環
境
づ
く
り

（
２
）
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
づ
く
り

（
３
）
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
子
ど
も
の
非
行
を
防
ぐ
環
境
づ
く
り

★
重
点
項
目

◎
特
枠
･新

規
○
継
続
（
一
部
新
規
含
む
）

◎
次

代
の

親
づ
く
り
推

進
事

業
○

地
域

「
協

育
力

」
向

上
支

援
事

業
○

大
分

県
少

年
の
船

運
航

事
業

◎
大

分
っ
子

体
力

向
上

推
進

事
業

○
若

い
人

は
結

婚
や

子
育

て
に
つ

い
て
意

識
し
て
い
な
い
。
社

会
人

１
年

目
や

大
学

、
高

校
に
お

い
て
、
家

庭
を
持

つ
と
い
う
こ
と
を
教

え
る
こ
と
が
大

事
○

子
ど
も
会

組
織

が
弱

体
化

し
て
い
る
。
幼

少
期

か
ら
の
社

会
教

育
が
必

要

○
通

学
路

の
安

全
性

の
確

保
が
重

要

◎
身

近
な
道

改
善

事
業

○
お

お
い
た
安

心
住

ま
い
改

修
支

援
事

業
○

共
生

の
ま
ち
整

備
事

業
○

青
少

年
健

全
育

成
対

策
事

業

○
児

童
虐

待
防

止
緊

急
対

策
事

業
○

要
保

護
児

童
等

支
援

体
制

強
化

事
業

○
児

童
養

護
施

設
退

所
者

等
支

援
強

化
事

業
◎

発
達

障
が

い
児

支
援

圏
域

拠
点

整
備

事
業

○
発

達
障

が
い
児

等
心

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推

進
事

業
○

特
別

支
援

学
校

就
労

支
援

事
業

◎
高

校
生

キ
ャ
リ
ア
教

育
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事

業
○

い
じ
め
・
不

登
校

解
決

支
援

事
業

○
青

少
年

自
立

支
援

セ
ン
タ
ー

運
営

事
業

○
ペ

リ
ネ
イ
タ
ル

・
ビ
ジ
ッ
ト
事

業
と
ヘ

ル
シ
ー

ス
タ
ー

ト
お

お
い
た
推

進
事

業
の
推

進
○

不
妊

に
悩

む
方

が
増

え
て
い
る

○
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
公

費
負

担
が
重

要
○

予
防

接
種

の
メ
リ
ッ
ト
や

副
作

用
、
必

要
性

を
学

ぶ
機

会
が
乏

し
い

○
子

ど
も
の
医

療
費

助
成

が
重

要

○
周

産
期

医
療

体
制

推
進

事
業

○
妊

婦
歯

科
健

診
体

制
整

備
事

業
○

育
児

不
安

す
こ
や

か
サ
ポ
ー

ト
事

業
○

妊
娠

の
悩

み
相

談
体

制
整

備
事

業
◎

不
妊

予
防

啓
発

事
業

○
不

妊
治

療
費

助
成

事
業

○
不

妊
専

門
相

談
セ
ン
タ
ー

運
営

事
業

○
子

ど
も
医

療
費

助
成

事
業

○
地

域
の
相

談
員

の
研

修
や

サ
ポ
ー

ト
、
児

相
の
相

談
機

能
の
充

実
が
必

要
○

母
子

保
健

か
ら
学

校
保

健
、
就

労
へ

と
う
ま
く
繋

が
る
よ
う
な
仕

組
み

が
必

要
○

ｸ
ﾞﾚ
ｰ
ｿ
ﾞｰ
ﾝ
の
子

ど
も
に
は
、
5
歳

児
健

診
を
待

た
ず

に
3
歳

の
う
ち
か
ら
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
○

障
が
い
を
持

っ
た
児

童
生

徒
は
、
就

労
前

の
実

習
か
ら
一

般
就

労
に
結

び
つ

き
に
く
い

○
学

校
教

育
と
連

携
し
た
早

期
段

階
か
ら
の
切

れ
目

の
な
い
支

援
や

ﾜ
ﾝ
ｽ
ﾄｯ

ﾌ
ﾟ

の
支

援
が
必

要

に 健 や か に 育 つ 社 会 の 実 現

生 み 育 て ら れ る 社 会 の 実 現

第
４

章

き
め

細
か

な
対

応
が

必
要

な
子

ど
も

と
親

へ
の

支
援

第
５
章

子
ど

も
が

健
や

か
に

生
ま

れ
育

つ
環

境

づ
く

り

第
６

章

子
ど

も
の

生
き

る
力

を

は
ぐ

く
む

教
育

の
推

進

第
７
章

子
ど

も
に

と
っ

て

安
心
・

安
全

な

ま
ち

づ
く

り

は ぐ く み 、 未 来 を 拓 く 大 分 県
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認
定
こ
ど
も
園
支
援

事
業

現
状

・
課

題

国
は
認
定
こ
ど
も
園
の
拡
充

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
認

定
こ
ど
も
園
に
対
す
る
支
援

２
３
施
設
中
、
幼
保
連
携
型

は
２
施
設

事
業

の
方

向
性

※
認

定
こ
ど

も
園

へ
の

支
援

を
拡

充
す

る
こ
と
に
よ
り
、

認
定

こ
ど
も

事
業

内
容

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
所
機
能
部
分
及
び
保
育
所
型

認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
機
能
部
分
の
運
営
費
に
係
る
補
助
を
行

う
市
町
村
に
対
し
当
該
経
費
を
助
成
す
る
。

（
H
2
4
）

（
H
2
5
）

２
市

６
施
設

５
市

１
５
施
設

【
拡
充
】

認
定
こ
ど
も
園
助
成
事
業

定
こ
ど
も
園
に
対
す
る
支
援

が
不
十
分

幼
稚
園
型
と
保
育
所
型
で
は
、

保
育
・
教
育
の
内
容
の
水
準

に
違
い
が
あ
る
。

認
定
要
件
の
１
つ
で
あ
る
地

域
子
育
て
支
援
事
業
の
取

組
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

認
定

こ
ど
も

園
の

質
の

向
上

と
機

能
強

化
を
図

り
、
認

定
子

ど
も
園

の
認

定
の

促
進

を
図

る
。

認
定
こ
ど
も
園
人
材
育
成
事
業

認
定
こ
ど
も
園
全
体
で
の
共
同
研
修
を
実
施

・
【
管
理
者
研

修
】

園
長
を
対
象
に
認
定
こ
ど
も
園
の
質
の
向
上
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
つ
い
て
議
論

・
【
主
任
保
育

士
研
修
】
【
現
任
保
育
士
研
修
】

保
育
者
を
対
象
に
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
や
地
域
子
育
て

支
援
活
動

に
つ
い
て
議
論

3



姫
島

村

国
東

市
豊

後
高

田
市

宇
佐
市

玖
珠
町

別
府

市

日
田
市

中
津

市

日
出

町杵
築

市

＜
現

状
・
課

題
＞

○
「
安
心

・
活

力
・
発
展

プ
ラ
ン

2
00

5」
・
「
新
お
お
い
た
子
ど
も
・
子
育

て
応
援
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
目

標
推

進

「
子

育
て
満

足
度

日
本

一
の

実
現
」

Ｈ
２
５
年

２
月
１
日

現
在

１
４
か

所
（
大
分
市

４
、
大
分

市
以

外
１
０
）

Ｈ
２
６
年

度
末

の
目

標
値

２
２
か

所
（
大
分
市

６
、
大
分

市
以

外
１
６
）

○
「
子
ど
も
・
子

育
て
県
民

意
識

調
査

」
(H

24
.3

)

病
児

・
病

後
児

保
育

の
整

備
促

進
を
希

望
す
る
意
見

多
数

○
初

期
投

資
及

び
収

益
性

の
問

題
か

ら
、
実
施
主

体
の

確
保
が
困

難

1
1

1

1
1

プ
ラ
ン
を
加

速
す
る
取

組
１

１

１

病
児

・
病

後
児

保
育

施
設

設
置

（
予

定
）

市
町

村

病
児

・
病
後

児
保

育
の

推
進

1

大
分

市

別
府

市

九
重

町
由
布

市

豊
後

大
野

市

津
久

見
市

佐
伯

市

竹
田
市

臼
杵

市

○

H
26

年
度
末
ま
で
に
新
た
に
設
置

・か
所
数
増

を
目
指

す
市
町

4

1

1

3

1

１

2

１

１

１
推

進
事

業
（特

枠
）

１
２
４

（
県

単
独

）

未
実

施
市

町
村

に
お
け
る
事
業
実
施
関

係
者
（
病
院

・
保
育

所
・
市
町
村

職
員

等
）
を
対

象
に

当
該
事

業
へ

の
理

解
を
深

め
、
事

業
推
進
を
図
る
た
め
の
先
進

事
例

見
学
・
説
明

会
等
を
開
催

２
施

設
整

備
事
業

（
特
枠
）

１
９
，
９
９
８

（地
域

医
療

再
生

基
金

2
/3
、
事
業

者
1

/3
）

事
業

を
実
施
す
る
病
院

等
に
対
し
て
施

設
整
備
費
用

を
助
成

（
１
施

設
あ
た
り
補

助
基

準
額

上
限

１
０
，
０
０
０
）

３
運

営
費

助
成
事
業

（
継
続

・
特
枠

）
５
８
，
８
２
２

（
国

1
/2
、
県

1
/2

一
財

2
9

,4
1

2
）

事
業

の
実

施
者

に
運
営

費
を
助

成

（
設

置
を
加
速

度
的

に
推

進
す
る
た
め
、
単

価
の

Ｕ
Ｐ
、
開

設
初

年
度

の
広

報
等

経
費

追
加

を
含

む
）

Ｈ
２
５
当

初
予

算
要

求
額

７
８
，
９
４
４

（
Ｈ
２
４
当

初
３
３
，
７
５
５
）

（
国

庫
２
９
，
４
１
０

繰
入

金
１
９
，
９
９
８

一
般

財
源

２
９
，
５
３
６
）

（
単

位
：
千

円
）
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１
再

就
職

支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置

※
保

育
所

及
び
幼

稚
園

団
体

に
各

１
名

配
置

緊
急
雇

用
保
育
士

・
幼

稚
園
教

諭
人
材
確

保
事

業

保
育

所
団

体

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ａ
保

育
所

Ｂ
保

育
所

・
再

就
職

を
希

望
す
る

保
育

士
・
幼

稚
園

教
諭

③
マ
ッ
チ
ン
グ

③
マ
ッ
チ
ン
グ

＜
目
的
＞

保
育
士
不
足
に
よ
る
保
育
所
待
機
児
童
増
加
の
解
消
や
幼
稚
園
に
お
け
る
人
材
不
足
を
補
う
た
め
、
再
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

す
る
な
ど
に
よ
り
、
保
育
所
及
び
幼
稚
園
の
保
育
者
の
確
保
を
支
援
す
る
。

＜
現
状
＞

共
働
き
世
帯
の
増
加
傾
向
に
加
え
、
近
年
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
背
景
に
、
保
育
所
入
所
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
待
機
児
童
が
増
加
し
て
い
る
。

特
に
、
年
度
途
中
の
入
所
に
お
い
て
、
保
育
士
の
確
保
が
困
難
な
た
め
に
児
童
の
受
入
れ
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
所
・
幼
稚
園
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
、
職
場
の
定
着
率
が
低
い
な
ど
、
人
材

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

２
再

就
職

支
援

研
修

※
保

育
所

及
び
幼

稚
園

団
体

に
委

託
実

施

離
職
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
た
め
の
研
修
等
を
実
施

○
研
修

保
育

所
保

育
指

針
に
基

づ
く
保

育
の

基
本

原
則

、
幼

稚
園

教
育

要
領

に
基

づ
く
幼

稚
園

教
育

の
基

本
原

則
、
子

ど
も
の

安
全

管
理

、
保

護
者

対
応

等
を
テ
ー
マ
と
し
た

研
修

を
実

施
（
３
日

間
）

○
意
見
交
換
会

研
修

終
了

後
、
求

人
中

の
保

育
所

・
幼

稚
園

と
の

意
見

交
換

も
く

幼
稚

園
団

体

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

①
求

職
・
情

報
提

供

・ ・

②
求

人
情

報
提

供

保
育

士
・
幼

稚
園

教
諭

登
録
希
望
者
数

保
育
所
団
体

５
０
１
人

幼
稚
園
団
体

３
６
１
人

＊
平

成
２
４
年

度
実

施

就
労

意
向

希
望

調
査

連 携

Ａ
幼

稚
園

Ｂ
幼

稚
園

・ ・
・
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日

・
勤
務
経
験
年
数

・
就
労
希
望
時
期

等
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【
安

心
・

活
力

・
発

展
プ

ラ
ン

２
０

０
５

】

（
１

）
次

代
を

担
う

子
ど

も
を

社
会

全
体

で
支

え
る

環
境

の
整

備

（
２

）
景

気
・

雇
用

対
策

と
人

材
育

成

県
民

一
人

ひ
と
り
に
と
っ
て
仕

事
と
仕

事
以

外
の

生
活

（
育

児
・
介

護
・
自

己
啓

発
・
地

域
活

動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
）
を
希

望
す
る
バ

ラ
ン
ス
で
行

う
こ
と
が

で
き
る
状

況

好
循

環

参
考
資

料
：
「
生
活

と
仕
事

の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）
憲
章

」

☆
や

り
が

い
や

充
実

感
を

感
じ

な
が

ら
働

き
、

仕
事

上
の

責
任

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

社
会

☆
家

庭
や

地
域

生
活

な
ど

に
お

い
て

も
、

子
育

て
期

、
中

高
年

期
と

い
っ

た
人

生
の

各
段

階
に

応
じ

て
多

様
な

生
き

方
が

選
択

・
実

現
で

き
る

社
会

新 規

現
状

と
課

題

・
県

内
男

性
の

家
事

・
育

児
関

連
時

間
が

、
５

年
前

１
日

あ
た

り
３

６
分

と
全

国
最

下
位

か
ら

、
５

０
分

増
と

な
り

全
国

７
位

に
躍

進
し

た
。

（
平

成
２

３
年

社
会

生
活

基
本

調
査

）

・
ト

ッ
プ

や
人

事
担

当
者

の
意

識
に

左
右

さ
れ

る
（

Ｗ
Ｌ

Ｂ
に

関
す

る
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

：
Ｈ

２
３

年
度

緊
急

雇
用

事
業

）

・
介

護
・

看
護

を
理

由
と

し
た

離
職

・
転

職
者

１
４

万
４

，
８

０
０

人
（

2
0
0
6
年

１
０

月
～

２
０

０
７

年
９

月
)総

務
省

「
就

業
構

造
基

本
調

査
」

（
平

成
１

９
年

）

・
男

性
の

育
児

休
業

取
得

に
対

す
る

心
理

面
で

の
抵

抗
感

が
根

強
い

（
仕

事
と

子
育

て
両

立
支

援
モ

デ
ル

企
業

と
の

意
見

交
換

会
）

・
「

仕
事

」
優

先
理

想
と

す
る

人
は

２
％

に
す

ぎ
な

い
が

、
現

実
に

は
約

半
数

が
「

仕
事

」
優

先
と

な
っ

て
い

る
（

内
閣

府
「

W
L
B
に

関
す

る
意

識
調

査
」

H
2
0
年

）

企
業

取
組

両
立

支
援

や
柔

軟
な
働

き
方

の
促
進

・
育

児
・

介
護

休
業

制
度

等
環

境
整

備

・
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
、

短
時

間
勤

務

2
5
年

度
取

組

～
ト
ッ

プ
と

ボ
ト

ム
の

両
面
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
～

経
営

戦
略

と
し

て
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス

実
践

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
優

秀
な

人
材

の
活

用
・

確
保

●
若

者
・

女
性

従
業

員
の

定
着

●
競

争
力

の
向

上

●
企

業
イ

メ
ー

ジ
の

向
上

●
経

営
コ

ス
ト

削
減

●
労

働
生

産
性

の
向

上

●
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

希
望

す
る

働
き

方
の

実
現

●
心

身
の

健
康

保
持

増
進

●
生

活
の

充
実

●
仕

事
へ

の
満

足
度

ア
ッ

プ

業
務

の
効

率
化
や

長
時

間
労

働
の

是
正

従
業
員

の
心

身
の

健
康

保
持

・
業

務
や

業
務

分
担

の
見

直
し

・
休

暇
取

得
及

び
残

業
削

減
の

促
進

・
部

下
の

仕
事

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

等
対

策
推

進
等

・
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
、

短
時

間
勤

務

・
事

業
所

内
保

育
所

設
置

等

従 業 員 の

モ チ ベ ー シ ョ ン

ア ッ プ

企
業

の
メ

リ
ッ

ト
個

人
の

メ
リ

ッ
ト

育
児

・
介

護
と

の
両

立
や

Ｗ
Ｌ

Ｂ
推

進
に

有
効

な
取

組
や

雇
用

環
境

の
整

備
に

対
し

て
助

言
・

指
導

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス

県
民

セ
ミ
ナ
ー

県
民

向
け

セ
ミ

ナ
ー

等
の

開
催

年
１

回
、

１
５

０
名

程
度

テ
ー

マ
：

①
メ

リ
ハ

リ
を

つ
け

た
働

き
方

が
人

生
を

豊
か

に
す

る
②

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

で
会

社
の

戦
略

を
動

か
す

意 識 啓 発

・
中

小
企

業
の

経
営

者
等

に
対

す
る

意
識

改
革

の
た

め
、

ノ
ウ

ハ
ウ

を
持

つ
コ

ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

か
ら

導
入

方
法

や
メ

リ

ッ
ト

を
学

ん
で

も
ら

う
。

・
全

県
下

年
２

回
各

２
０

名
程

度

・
テ

ー
マ

：
介

護
と

仕
事

と
の

両
立

支
援

成
功

事
例

、
W

L
B
と

経
営

効
率

等

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス

推
進

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣

～
個
別
ケ
ー
ス
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～

お
お

い
た

子
育

て
応

援
共

同
宣

言
の

８
者

で
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

に
関

す
る

企
画

情
報

交
換

を
行

う
。

男
性

の
子

育
て

参
加

に
取

り
組

む
企

業
を

直
接

支
援

し
、

創
出

し
た

モ
デ

ル
企

業
の

事
例

を
広

報
す

る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス

推
進

会
議
の

開
催

及
び
事
例

集
作

成

認
定
企
業
創
出
モ
デ
ル
事
業
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発
達
障
が
い
児
早
期
支
援
の
取
り
組
み
の
強
化
～
プ
ラ
ン
達
成
に
向
け
た
さ
ら
な
る
加
速
～

早
期

発
見
体
制
の
整
備

・
５
歳
児
健
診
・
発
達
相
談
会
実
施
：
１
０
市
町

村
（
本
事
業
に
よ
る
専
門
医
派
遣
：
７
市
町
村
）

教
育

部
門
と
の
早
期
連
携

・
５
歳
児
健
診
・
発
達
相
談
会
へ
の
市
町
村

教
育

委
員
会
の
参
加
：
実
施
中
の
全
市
町

村
・
情
報
共
有
の
た
め
の
発
達
支
援

フ
ァ
イ
ル
等
作
成
：
１
３
市
町
村

・
毎

日
支

援
す
る
人
が

必
要
。
最
終
的

に
は
人
材

の
配
置

が
な
け
れ

ば
ク
リ
ア
で
き
な
い
。

（
平
成
２
３
年
度
第
２
回
お
お
い
た
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
県
民
会
議
で
の
委
員
意
見
）

・
き
ち
ん
と
し
た
診
断
も
大

事
だ
が
、
そ
の
後
の

療
育
と
い
う
受

け
皿
も
早
め
に
整

え
て
ほ
し
い
。

（
平
成
２
３
年
度
第
３
回
お
お
い
た
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
県
民
会
議
で
の
委
員
意
見
）

・
各

圏
域

に
児
童
発

達
支
援

セ
ン
タ
ー
機
能
を
有
し
た
事
業

所
を
設
立

す
る
こ
と
が
大

事
。

（
第
３
期
大
分
県
障
が
い
福
祉
計
画
素
案
に
寄
せ
ら
れ
た
県
民
意
見
）

・
佐

伯
市

に
専
門
の

療
育
機

関
の

設
置
を
進
め
て
ほ

し
い
。
そ
の
際

に
は
県

か
ら
市
へ
働

き
か

け
も
行
っ
て
ほ
し
い
。

（
第
３
期
大
分
県
障
が
い
福
祉
計
画
素
案
に
寄
せ
ら
れ
た
県
民
意
見
）

・
関

西
か

ら
地

元
の
大

分
（
竹
田
市
）
へ

U
タ
ー
ン
で
戻
っ
て
き
た
が
、
発
達

障
が
い
児

や
未

就
学
児

の
集
う
よ
う
な

施
設

等
が

全
く
な
い
こ
と
に
驚

い
た
。
こ
れ
か

ら
の

方
向
性

を
相
談
す
る
相

手
も
い
な
い
。

（
平
成
２
３
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
県
民
意
識
調
査
に
寄
せ
ら
れ
た
自
閉
症
児
の
保
護
者
意
見
）

平
成
２
４
年
度
新
規
事
業
の
成
果

（
発

達
障

が
い
児

等
心

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
事

業
）

残
さ
れ

た
課

題
（
県

民
の

声
か
ら
）

対
応
策

発
達

障
が

い
児

支
援

圏
域

拠
点

整
備
事

業
資
料

県
内

全
域

で
早

期
発

見
・
早

期
連

携
・
早

期
支

援
体

制
を
確

立
し
、
将

来
的

な
自

立
（
就

労
）
へ

の
道

を
拓

く
（
発

見
・連

携
・
支

援
の

遅
れ

小
一

プ
ロ
ブ
レ
ム

い
じ
め
・
不
登

校
ひ
き
こ
も
り

社
会
不

適
応

生
活
保

護
自

殺
と
い
っ
た
負

の
連

鎖
を
防

ぐ
第
一

歩
）

参
考

：
お
お
い
た
地
域

若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
就

職
支

援
対

象
者

の
う
ち
発
達

障
が

い
又

は
そ
の

疑
い
の
あ
る
者

の
割

合
：
２
１
．
８
％

発
達
障

が
い
児
に
対

す
る
地

域
の
身

近
な
療

育
拠

点
と
な
る
「
児

童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

計
画

的
整
備

身
近
な
相
談
機
関
と
し
て

・
早
期
発
見
後
の
保
護
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー

【
セ
ン
タ
ー
整

備
後

の
イ
メ
ー
ジ
】

学
校
等
へ
の
支
援
機
関
と
し
て

・
圏

域
内

の
市

町
村

教
育

委
員

会
や

特
別

支
援

連
携

協
議

会
へ

の
ア
ド
バ

イ
ス

・
発

達
支

援
フ
ァ
イ
ル

等
を
活

用
し
た
入

学
先

へ
の

ア
ド
バ

イ
ス

未
就
学
児
へ
の
専
門
的
療
育
機
関
と
し
て

・
Ｓ
Ｓ
Ｔ
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
等
の
専
門
的
な
技
法
を
駆
使

し
た
療
育
の
実
施
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発
達

障
が

い
児

支
援

圏
域
拠

点
整
備

事
業
の

概
要

派
遣

先
：

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

ひ
ば

り
園

（
別

府
市

）

・
個

別
支

援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の

徹
底
（

個
人
の

特
性
に

配
慮
し

た
環
境

づ
く
り

等
）

・
親

子
通

園
に
よ
る

家
族
支

援
の
充

実
・

発
達

障
が

い
に
精

通
し
た

職
員
（

発
達
障

が
い
者

支
援
専

門
員
等

）
を
多

数
確
保

派
遣

元
：

各
障

が
い

福
祉

圏
域

（
中

部
除

く
）

の
児

童
発

達
支

援
事

業
所

等

県

研
修

委
託

備 品 購 入 支 援 （ 厨 房 機 器 等

６
箇

月
間

の
現

任
職

員
長

期
研

修
派

遣
（

Ｏ
Ｊ

Ｔ
方

式
）

現
任

職
員

西
部

代
替

職
員

代
替

職
員

雇
用

支
援

等 ）

南
部

豊
肥

東
部

北
部

１
年

間
の

代
替

職
員

雇
用

契
約

（
セ

ン
タ

ー
化

等
に

よ
る

継
続

雇
用

を
想

定
）
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次
代

の
親

づ
く
り
推

進
事

業
Ｈ
２
５
年

度
事

業
概

要
○

大
学

教
育

と
し
て
の

導
入

誘
導

○
高

校
で
活

用
す
る
啓

発
冊

子
の

作
成

【
目

的
】

大
学

の
講

座
や

、
高

校
の

家
庭

科
の

授
業

で
の

啓
発

を
通

じ
て
、
若

い
世

代
が

生
命

を
次

代
に

伝
え
育

ん
で
い
く
こ
と
の

大
切

さ
と
、
家

庭
を
築

く
こ
と
の

意
義

に
つ
い
て
理

解
を
深

め
ら
れ

る
よ
う

支
援

を
行

う
○

ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
講

座
導

入
推

進
事

業
モ
デ
ル

講
座

の
開

催
、
講

師
の

派
遣

（
外

部
講

師
、
行

政
職

員
等

）
＜

講
座

内
容

＞
・
結

婚
す
る
こ
と
・
親

に
な
る
こ
と

・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス

・
異

性
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
男

性
の

子
育

て
参

画
）

・
医

療
現

場
か

ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

・
生

活
設

計
（
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）

・
児

童
福

祉
の

現
場

・
地

域
の

子
育

て
支

援
・
少

子
化

の
現

状
な
ど

○
児

童
福

祉
施

設
等

と
の

体
験

交
流

支
援

事
業

施
設

で
の

体
験

交
流

＋
体

験
し
た
施

設
関

係
者

の
講

演
を
実

施

○
啓

発
マ
ン
ガ
本

作
成

・
高

校
授

業
で
の

活
用

現
状

・
課
題

少
子

化
の

進
行

と
と

も
に

、
晩

婚
化

や
非

婚
化

が
進

ん
で

お
り

、
若

い
世

代
が

、
将

来
家

庭
を

持
ち

親
に

な
る

こ
と

等
を

意
識

す
る

機
会

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
。

○
５

０
歳
時
点
の
未
婚
率
：
大
分
県
（
H
22
国
勢
調
査
）

○
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
内
容
を
知
ら
な
い
人
の
割
合

８
６
．
１
％

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
に
、
お
む
つ
を
替
え
た
り
食
事
を
さ
せ
た
経
験
の
な
い
人
の
割
合

５
１
．
９
％

（
子

ど
も
・
子

育
て
県

民
意

識
調

査
H
2
3
大

分
県

）

○
将
来
に
つ
い
て
、
「
特
に
考
え
て
い
な
い
」
「
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
大
学
生
の
割
合

７
４
．
９
％

（
Ｗ

Ｌ
Ｂ
に
関

す
る
大

学
生

調
査

H
2
2
東

京
都

）

○
お
お
い
た
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
県
民
会
議
で
の
意
見

「
若
者
は
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
就
職
す
る
こ
と
が
精
一
杯
で
、
結
婚
や
子
育
て
を
意
識
で
き
な
い
。

大
学
や
高
校
の
段
階
で
家
庭
を
持
つ
こ
と
ワ
ー
ク
･ラ

イ
フ
･バ

ラ
ン
ス
等
を
教
え
て
い
く
事
が
必
要
」

男
性

H
1
2

H
1
7

H
2
2

女
性

H
1
2

H
1
7

H
2
2

9
.4

%
1
3
.3

%
1
7
.6

%
5
.5

%
6
.8

%
1
0
.1

%

○
啓

発
マ
ン
ガ
本

作
成

・
高

校
授

業
で
の

活
用

○
効

果
検

証
（
定

着
ま
で
継

続
し
て
実

施
）

事
業

実
施

大
学

に
お
い
て
、
学

生
及

び
担

当
教

員
等

を
対

象
と
し
た
調

査
を
実

施

調
査

結
果

を
踏

ま
え
、
よ
り
効

果
的

な
実

施
方

法
を
次

年
度

事
業

に
反

映

効
果

①
若
い
世
代
が
、
将
来
、
家
庭
を
持
つ
こ
と
、
親
に
な
る
こ
と
を

具
体
的
に
考

え
る
機

会
を
提
供

②
将
来
築
き
た
い
家
庭
像
、
な
り
た
い
自
分
を
早
く
か
ら
意
識
す
る

こ
と
で
、
自

分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
を
意
識

③
保
育
所
等
の
体
験
交
流
を
通
し
て
児
童
福
祉
の
現
場
を
知
る
こ
と
で

虐
待

の
な
い
社
会
づ
く
り
を
考
え
る

④
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
早
く
か
ら
意
識
し
た
人
材
の
養
成

対
策

１
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

普
及

啓
発

こ
れ

か
ら

親
に

な
る

世
代

に
対

し
、

一
人

ひ
と

り
が

、
や

り
が

い
や

充
実

感
を

感
じ

な
が

ら
働

き
、

仕
事

上
の

責
任

を
果

た
す

と
と

も
に

、
家

庭
や

地
域

生
活

に
お

い
て

も
、

子
育

て
期

、
中

高
年

期
と

い
っ

た
人

生
の

各
段

階
に

応
じ

て
多

用
な

生
き

方
が

選
択

・
実

現
で

き
る

よ
う

普
及

啓
発

を
行

う
。

２
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

支
援

様
々

な
キ

ャ
リ

ア
モ

デ
ル

を
も

っ
た

社
会

人
な

ど
を

派
遣

し
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
を

通
じ

て
大

学
生

の
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

の
実

現
に

つ
な

げ
る

。

３
子

ど
も

を
生

み
育

て
る

た
め

に
必

要
な

情
報

の
提

供
と

啓
発

子
育

て
の

楽
し

さ
の

情
報

発
信

結
婚

す
る

こ
と

、
妊

娠
、

出
産

、
子

育
て

、
Ｄ

Ｖ
、

児
童

虐
待

等
、

生
き

る
こ

と
な

ど
の

意
味

に
つ

い
て

啓
発

を
行

う
。

ま
た

子
育

て
の

正
確

な
姿

を
周

知
す

る
と

と
も

に
「

大
変

だ
け

ど
楽

し
い

」
子

育
て

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
伝

え
る

。

大
学

と
の

連
携

に
よ

る
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

講
座

等
の

実
施

若
い

世
代

が
、

自
ら

の
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
結

婚
や

子
育

て
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

こ
と

が
で

き
る

取
組

が
必

要
！

！
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(2)子ども・子育て支援新制度について
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2
5

国
県

市
町

村

平 成 年 度

新
た
な
子
育
て
支
援
制
度
導
入
ま
で
の
主
な
動
き
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設
置

基 本 指 針 ・ 認 可 基 準 等 の 検 討

基
本

指
針

の
策

定
ニ
ー
ズ
調

査
の

実
施

支 援 計 画 策 定 検 討

事 業 計 画 策 定 検 討

調 査 ・ 分 析

地
方
版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設
置
（
条
例
）

地
方

版
子

ど
も
・
子

育

て
会

議
の

意
見

聴
取

地
方

版
子

ど
も
・
子

育

て
会

議
の

意
見

聴
取

2
6

平 成 2
7

年 度

※
新

た
な
子

育
て
支

援
制

度
の

本
格

施
行

を
、
平

成
２
７
年

４
月

と
想

定
し
た
場

合

年 度平 成
支

援
計

画
の

策
定

事
業

計
画

の
策

定

認 定 ・ 確 認 事 務 等

事 業 の

実 施

事 業 の

実 施

調 整

施 設 認 可 等

・
保

育
の

必
要

性
の

認
定

・
給

付
対

象
施

設
の

確
認

・
地

域
型

給
付

等
の

運
営

基
準

の

条
例

制
定

・
認

可
等
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(3) 意見交換

「子育て満足度日本一」に向けて今後取り組むべきこと
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総合的な子育て満足度の評価指標

平成26年度
目標値

現況値 現況値の出典

100.0% 68.9%

100.0% 64.8%

100.0% 56.2%

94.0% 91.4%

78.4% 72.4%

１時間45分
H23年
86分

平成23年
社会生活基本調査

100.0% 31.4%

平成21年8月
次世代育成支援に
関するニーズ調査
（市町村調べ）

72.4% 64.0%
平成19年

就業構造基本調査

100.0% 88.6%

平成21年8月
次世代育成支援に
関するニーズ調査
（市町村調べ）

100.0% 67.1% 全国学力・学習状況調査

100.0% 63.5% 全国学力・学習状況調査

全国トップレベル 全国11位 大分県健康対策課調べ

総合的な子育て満足度の主要な事項 指 標

地域における
子育て支援

(1) 子育て家庭が出産や
子育て に楽しさや充実
感を感じること ができる

① 希望した時期や時間に保育サービ
スを利用できると答えた人の割合
（就学前児童を持つ親）

平成21年8月
次世代育成支援に
関するニーズ調査
（市町村調べ）

② 子育てが地域の人に支えられてい
ると答えた人の割合

（就学前児童・小学生を持つ親）

(2) 子育て支援サービス
情報の提供

③ 子育て支援（保育）サービスを
知っていると答えた人の割合
（就学前児童を持つ親）

子育ても仕事
もしやすい
環境づくり

(３) 子育て世代が安定し
た生活を送ることがで
きる

④ ２５～３４歳男性の就業率
平成19年

就業構造基本調査

（５） 女性が子育てしながら
働き続けられる

⑧ ３０～３４歳女性の就業率

⑤ ２５～２９歳女性の就業率

(４) 夫婦がともに、家事
や育児に関わること
ができる

⑥ ６歳未満の子どもを持つ男性の
家事・育児関連時間

⑦ 夫も妻も同じように子育てを行うこと
が「理想と答えた人」に対して、「実現
できていると答えた人」の割合
（就学前児童・小学生を持つ親）

⑩ 自分にも良いところがあると答えた
子どもの割合（中学３年生）

⑪ 難しいことでも失敗をおそれないで
挑戦していると答えた子どもの割合
（中学３年生）

子どもが健や
かに生まれ
育つ環境
づくり

（６） 子どもが心身ともに
健やかに育つことが
できる

⑨ 妊娠から出産までの間に満足度・充
実感があったと答えた人の割合
（就学前児童・小学生を持つ親）

子育て家庭の
経済的負担の
軽減

（７） 経済的負担が軽減
される

⑫ 乳幼児等の医療費への助成

参考

全国トップレベル 全国 3位 大分県こども子育て支援課調べ

全国トップレベル 全国11位 人口動態統計

軽減
される

⑬ 保育料への助成

（８） 少子化の進行が抑制
される

⑭ 合計特殊出生率

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

⑭ 合計特殊出生率
① 希望した時期や時間に

保育サービスを利用でき

ると答えた人の割合

② 子育てが地域の人に

支えられていると答えた

人の割合

③ 子育て支援（保育）サービスを

知っていると答えた人の割合

④ 25～34歳男性の就業率

⑤ 25～29歳女性の就業率

⑥ ６歳未満の子どもを持つ

男性の家事・育児関連時間

⑦ 夫も妻も同じように子育てを

行うことが 「理想と答えた人」

に対して「実現できていると答

えた人」の割合

⑧ 30～34歳の女性の就業率

⑨ 妊娠から出産までの間に

満足度・充実感があったと

答えた人の割合

⑩ 自分にも良いところがある

と答えた子どもの割合

⑪ 難しいことでも失敗をおそれ

ないで挑戦していると答えた

子どもの割合

⑫ 乳幼児医療費への助成

⑬ 保育料への助成

子育て支援サービス

情報の提供 ③

平成22年度

平成23年度

「総合的な子育て満足度」レーダーチャート

子どもが健やかに

生まれ育つ環境

づくり ⑨～⑪

地域における

子育て支援

①～②

子育ても仕事もしやすい

環境づくり ④～⑧

子育て家庭の

経済的負担の

軽減 ⑫～⑬
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「子育て満足度日本一」に向けて今後取り組むべきこと

委 員 ご意見・ご提言等

板井委員

参考資料を拝見すると、「子育て支援サービスを知っている」と答えた人の割合が

５６．２％と低いことが分かりました。

他の項目の指標の数値を上げるのは、様々な面で難しいと思いますが、情報の提供は取り組

みやすいと思われるため、今後すぐにでも取り組んでいただきたいと思いました。

一方で、自治体等が情報提供に取り組んでいることも知っています。

情報が必要な方に「知らせる」のは、難しいことも知っています。

どのようにすれば伝わるのかを、様々な立場の方々で知恵を絞ることが必要と思います。

私的には、産婦人科や病院等にも子育て支援サービスの一覧があると良いと思います。

大西委員

①育てにくい子に対する支援について

発達障がい児等心のネットワーク推進事業は、切れ目のない支援を目指すという事で大変意

義のある取り組みだと思います。これに付随して取り組んで頂きたい事は、教育の場でのもれ

の無い支援体制の確立です。特にＬＤ、ＡＤＨＤ等の情緒障がい児への学習面での支援が必

要だと思います。小中学校での情緒クラスでの支援を受けている児童生徒について、その後の

進路選択の幅は少ないと思います。１例ですが、学習面での不安や遅れはないのに、情緒面で

支援を受けている生徒が、高いＩＱの為に支援高校への進学が出来ず、一般高校では十分な支

援が期待出来ない為にその場で進路が断たれる場合もあると聞きました。教育現場での支援の

拡充及び各支援機関との今以上の密な連携を望みます。そういったきめ細やかで柔軟な取り

組みは、情緒障がい児への支援のみならず、いじめや不登校、ひきこもりや若者の就労支援等

にも結びつくものだと思います。

②若者へのライフデザインの意識向上

先行き不透明な経済状況の今、若者の将来に対する不安は大きいと思います。将来を担う若

者に対して、人生への価値観の多様性や将来設計に希望を与える取り組みは今後必要不可欠

だと思います。多様化する情報化社会において、コミュニケーション力の向上や男女共同参画、

ワークライフバランス、ダイバーシティ等の考えを高校生や大学生に伝えることは、その先の

就職や結婚子育てに大きなプラスになると思います。

子育て満足度日本一への取り組みは、そこに暮らす全ての人（老若男女を問わず）が、暮ら

しやすい社会の実現に繋がるものだと思います。

栗林委員

今現在もされている「子育ても仕事もしやすい環境づくり」をさらに進めてもらいたい。

子育て中の人に限らず、みんな働き方を見直し、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、

一歩前進していくと良いと思う。「仕事一辺倒」や「企業戦士」を美化しない風潮になれば、

と思う。みんな家族人という意識を持つことが大事ではないか。

この意識は、子育てに限らず、介護にも必要となってくるのではないか。

事前提出のあったご意見等
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古賀委員

ニート等若者の職業的自立支援の強化に係る24年度補正予算案の概要が発表され、特に厚

生労働省の施策の方向性として、自立を希望する若者が安定した職業に就くための支援は雇用

労働政策における最重点課題としている。

また、厚労省社会保障審議会「生活困窮者の生活支援の在り方に関する特別部会」の報告で

は、生活保護の受給者は、制度創設当初の水準を超えて過去最高を記録したとある。年収２０

０万円以下の勤労者は３割、そして１７歳以下の子どもがいるひとり親世帯等の世帯員の貧困

率は５０％を超えており、生活保護を受給している世帯主の２５％が生活保護を受給する世帯

で育ったというデータからも窺えるように、いわゆる貧困の連鎖も現れている。

この豊かな国で貧困問題？と思われる方もいるだろうが、現に、四則計算ができない、読み

書きができない子ども・若者が存在することも事実である。

サポステで支援した貧困の連鎖から起きているニート・ひきこもりの問題を以下にあげる。

■生活保護世帯

・親の生活習慣が整っていないために子どもの生活習慣も整えられない、いわゆる不登校が起

きる。

・小学校、中学校をろくに登校せず卒業、仕事もしないまま家族が放置、結果、20代、30代

になってニート問題が表面化するが、学習遅滞のため就職できない。

■貧困による貧困

・親の貧困から、早期（中学生・高校生）に家計を支えるため働き、結果、学力・学歴不足に

より正規雇用の機会が失われる（派遣等の就職しか臨めずワーキングプアとなる）。

・低所得の両親の共働きの問題で、幼い兄弟の面倒をみるため不登校というケースもあり、十

分な教育を受ける機会が与えられず成長し、必然的にニートになったというケースもある。

親から継承していく「貧困の連鎖」は、ニート・フリーターの問題に直結している。

また、学校現場では「問題の先送り」が起きている。小・中学校での不登校、不登校傾向の

問題が解決されないまま、高校、専修学校、大学へと先送りされることにより、そこで不登校・

別室登校・中退等の問題が起きている。

教育現場の問題を解決するには、小学校レベルからの社会適応支援システムや、人間力醸

成のためのキャリア教育システムが必要と考えます。

「地域若者サポートステーション事業」において、ニート・フリーターの支援を行うなか思

うことは、若者の思考力・選択力・決断力等、基礎的人間力が不足していることです。子育て

支援の実施にあたり「自立＝自律」に向けた力の養成が必要だと考えます。

不登校・ひきこもりの問題を解決するには、まずは親支援が必要で、「親が変われば子ども

も変わる」で、継続的に支援することが重要です。貧困の連鎖も同様、アウトリーチ(訪問支

援)を行い、子どもだけではなく親支援を行うことが重要だと思います。

特に、生活保護世帯の子どもの問題解決については、行政、民生委員、学習支援ＮＰＯ、就

労支援ＮＰＯ等々がひとりの子ども・若者に対し、重層的に関わらなければ解決に至りません。

このような問題を解決するためにも、子ども・若者育成支援推進法が推進する「子ども・

若者総合相談窓口」や各地域で重層的支援に繋げるシステム「子ども・若者地域協議会」の

設置が必要と考えます。

大分県の若者の労働力を養い失わないために、一日も早い「ワンストップの支援体制」の構

築をお願い致します。
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後藤委員

保護者支援について思うことで、各福祉保健センターの活動や療育専門機関の内容に疑問に

思うことがあり、発達障がいが疑われる子どもの保護者への助言も、ただ「保育園や幼稚園に

入れてみたらどうでしょう」というものが多いようです。ごく初期は、それではかえって混乱

を与えてしまうのに、です。

「今日からどのように暮らしていったらよいか」という声に対する支援技術がなければ、こ

のような助言になってしまいます。また、ごく普通の子どもの子育てに関しても、基本を伝え

られていない所が多いようにあります。というよりは、今は一般にワーク・ライフ・バランス

のことが中心で、それ以前の、子どものことに行政が取り組むことさえ困難に思えます。今、

世間で騒がれている様々な青少年の問題も、そのあたりの対応がなければ、どんどん増えてい

くような気がします。

乳幼児期を担当する行政機関には、やはり子どもの心の育ちについての取り組みをぜひし

ていただきたいと思います。

出納委員

不登校、ひきこもり、就労、等々さまざまな課題を抱える子どもにとっても、最終の目標は

社会的自立にあろう。

制度の谷間で苦しむことのないよう切れ目のない自立に至るまでの一貫した支援体制を構

築したい。

親の参加も重要なことである。

堤委員

○ 地域に根ざした子育て支援活動を日々行っている主任児童委員としては、「総合的な子育

て満足度」レーダーチャートにみる①②の値に、まだまだ努力が足りないと反省した。各地

域で取り組んでいる活動をより多くの人に知ってもらうための広報活動や、より充実した

内容になる様に活動に工夫を凝らし、若いお母さんたちに参加してもらえるような場の提

供を増やすことが大切であると思う。そのためにも、行政からの支援を今以上にお願いした

い。

○ 「父親教育」をする場を作ってもらいたい。

母親と子どもの関係も大切なのは言うまでもないが、父親の役割は母親とは違うところで

とても重要なものである。子どもの小さいうちから、父親としての自覚がきちんと持てる

ような研修会などを、保健所や職場などで開いてもらいたい。

○ 中学校教育の中に、幼児とふれあう時間を設けてほしい。命の大切さや親のありがたみ

を感じることができると思う。

外山委員

子育てバックアップの多様なニーズに応える豊富なメニューの構築。

各家庭の状況や、子どもの状況、地域の状況によって、求められる施策は多種多様。小さな

声でもきちんと拾える環境になってほしい。

また、ＮＰＯなどのソーシャルビジネスが活性化するような仕掛け（ＰＲやフォーラム、

交流会等）も良い。

仲委員

○医療費補助

インフルエンザやノロウイルスなど、集団行動になり感染する病気も多いので、せめて小学

生までは、医療費を少し軽くして欲しい。

○私立幼稚園の補助

公立幼稚園と私立幼稚園とは、園費の差が大きい。大分市内は、２年制の公立が減り、抽

選になっている。負担も軽くなれば、私立へも行ける子どもも増えると思う。

この会議を通して、県の方々が色々な取り組みを行っていると分かりましたが、普段、私達

のような専業主婦がそのことを知る機会が少ないように思えます。せっかく行っている事業も

知らないと活用もできないと思うので、情報発信も同時に行ってほしいです（産婦人科やこ

どもルームとか）。
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橋本委員

（４）「夫婦がともに、家事や育児に関わることができる」の現況値を上げる。

手段：父親が家事、育児をしている行事等を増やし、その行動を積極的に報道する。

目的：舅や姑の意識改革

息子が家事、育児をするのは嫁の為だけではない。

家族全員の幸せとなる。

姫野委員

本会議で知り得たこと、学んだことを、私の周りの方々に伝えていくことが、今後の私の役

割だと思っております。

子育てをしている方の中には、まだまだ悩みを抱えている方が多いのではないでしょうか。

これからも、安心して子育てができるよう、一県民である一般公募委員を交え、現場の声を聞

いていただきながら、県の施策を進めてください。

藤本委員

(1）現在、実施している施策を利用しやすいものとすることが最も重要であると考える。そ

のためには、

①事業内容を見える形にする。イラストを用い、視覚的広報をする。

②やってくるのを待つのではなく、出向く形にする。

③利用方法を簡略化する。

等の観点を入れたリーフレットやポスターなどを公共の場で示し、広報に重点をおく。

(2）こどもの成長に応じて切れ目がない支援策を実施する。

（ライフステージ毎に利用すべき施策をまとめて示す。）

今後、新しい事業を始めるよりは、今まで実施したものを周知させ、利用しやすくするこ

とに努めるべきと考えている。

椋野委員

１ 各市町村で、子育て当事者、子育て支援 NPO 等、保育所、認可外保育所、ファミリーサ

ポートや家庭的保育、学童保育、認定こども園、幼稚園など、子育ての関係者が一堂に会

する機会をできるだけ多くつくること。

社会保障と税の一体会改革で子育て関連3法が成立し、すべての子どもに幼児期の学校教育

が保障され、ニーズに応じた保育サービスの確保が市町村に義務付けられました。そのための

調査や計画づくりのための子ども・子育て会議が新年度には各市町村で始まります。

でも、どれだけの県民が、子育て家庭が、そのことを知っているでしょうか。レーダーチャ

ートでは、今の保育サービスでさえ知っていると回答したのは半数程度に過ぎません。

県の施策は進みましたが、基礎自治体である市町村がその気にならなければ子育て満足度日

本一は実現しません。市町村をその気にさせるためには、県民に知ってもらうこと。

まずは、各市町村で、子育て当事者、子育て支援NPO等、保育所、認可外保育所、ファミリ

ーサポートや家庭的保育、学童保育、認定こども園、幼稚園など、子育ての関係者が一堂に会

する機会をできるだけ多くつくってください。

２ 企業や社会的活動を行う団体の役員女性比率を高め、社会や家庭での男女共同参画につ

いての機運を高めること。

レーダーチャートで一番低い、夫も妻も同じように子育てを行うことが「理想と答えた人」

に対して「実現できていると答えた人」の割合を高めるには、夫婦の意識や努力だけではでき

ません。社会や家庭での男女共同参画の機運を高めることが必要です。男女共同参画担当部局

と協力して、女性の能力のフル活用やダイバーシティがこれからの企業や社会の活力を高める

上で不可欠であることの啓発を進めてください。特に、県内の公益法人の理事の女性比率は極

めて低いです。ゼロの法人が9割以上のように見受けます。自治会もそうではないでしょうか。

企業だけでなくこれらの多様な活動を行う団体の役員女性比率を上げることによって、男女が

社会活動も子育ても同じように関われる県になっていくと思います。
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村上委員

きめ細かな対応が必要な子どもと親への支援における発達障がい児等心のネットワーク推

進事業を充実させ、特に、５歳児健診の定着が必要であると考えます。発達障がい児の早期発

見及び支援は、幼稚園・保育所等から小学校へのスムーズな移行支援となり、インクルーシブ

教育へ繋がると思います。

山岸委員

レーダーチャートから考えると、指標の①②③⑥⑦⑩⑪に、特に課題のあることが分かりま

す。要約すると、「地域の子育て支援」、「男性の子育て参加」、「子どもの自信育成」になりま

す。これらの課題に、どう対応するかが問われています。そこで、例えば、次のような提案を

してみたいと思います。

１．保育所、幼稚園、小学校、こどもルーム、公民館…などを拠点に、子育て年代、子育て卒

業年代、養育・保育・教育の専門職など、多様な人々が集うことができる「年中行事（平成

の民俗）」を創り出す。

２．小学校５年生頃から中学校３年生まで（できれば高校卒業まで）、「家族・地域・社会参加

とわたし」というようなテーマで、「平和教育」と同じような一貫した指導を試みる。（「家

族・地域・社会とわたしを考える時間」としても良い。）

３．日田市前津江町で行っている「子ほめ実践」を参考に、子どもが自尊感情を高める手立て

が取れないだろうか。

※場合によっては、団体、組織、グループ…などの要請に応じて、この会議のメンバーが助言

やサポーターとして、文字通り、「応援」に出かけるのも良いと思います。

山下委員

おおいたおやじネットワークとしまして、今後も子どもたちの成長や学校教育環境整備に頑

張っている各おやじの会の連携を図り、よりいっそう地域で子育てする機運を作っていきたい

と考えています。そのために、おやじの会への新規入会者への研修や、さらなるおやじのレベ

ルアップ講座、イベント開催などを行っていきたいと思います。

また、当ＮＰＯ（おおいたＮＰＯデザインセンター）では、地域のコミュニティの再生など

を目的とした、共生の住まいづくり事業を行っており、その中で、子育て世代が多く集まり、

多世代と共助での生活を行う「おおいたコミュニティハウス」の実現に向けて取り組み中です。

子育て満足度日本一への早急な貢献にはなりにくいのですが、こういった民間の取り組みに

対して、理解と協力をいただければと思います。

米倉委員

○ 子育て満足度評価指標の中の「子育て支援サービス」について知っている人の割合、地域

において支えられていると答えた人の割合については、地域の子育て支援サービスの広報活

動の工夫によって変えやすい所と思う。

○ 希望した時期や時間、病気（家族が）の時の一時預かり等の保育サービスについては、

改善できる点があればと思う。

個人的意見ですが、

① この県民会議に参加させていただき、委員の皆様の御意見を伺う中で、私自身は、日頃、

きめ細かな対応を要する子どもや御家族と出会うことが多いのですが、子育てで困りを感じ

る時（所）は、皆、同じポイントなのだということ、きめ細かな対応を要する方は、そのポ

イントで不安になりやすかったり、大きくつまずきやすいのではないかと考えました。多く

の方が、困りを感じるポイントへの施策を充実させ、きめ細かな対応を要する方用に柔軟

な運用ができるシステムになると良いと考えました。

② 私の住む地域での子育て支援のあり方が充実していると見直す場となりました。各地域、

良いところがあると思うので、交流させ、地域支援を地域に応じた形で充実させていける

と良いなと思います。交流の中心となるのが県の行政の役割では、と思いました。
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渡部委員

【子育てしながら生き生きと働ける職場環境づくりへの施策】

経済的事情から、子どもを育てながら働く女性は増加しています。社会全体がワーク・ライ

フ・バランスの意識を持つことで、子育て中の父親と母親がより生き生きと働き、子育ての

経験を社会へ還元できます。これまでも、ワーク・ライフ・バランスの推進を進めてこられた

と思いますが、労働人口が減る中で労働者一人にかかる仕事の負荷は増える傾向にあり、仕事

と私生活との調和は今後一層大切になってくると考えられます。２５年度もさまざまな施策を

進めていただきたいです。

【父親が楽しく育児参加できる機会を】

パパくらぶの活動など、父親の育児参加を促す機会は確実に増えていると実感しています。

とはいえ、こどもルームなどの子育て支援施設や子育て講演会では、父親の姿はまだ少ない

ようです。「男性の子育て参画日本一」を目指す大分県ですので、父親が気兼ねなく、子育て

できる環境の整備を引き続き進めてほしいです。

以上、全体的な「子育て満足度」を高めるために必要と思われることを書かせて頂きました

が、県民会議で報告のあったＤＶや社会的養護を必要とする子どもさんも県内には複数いらっ

しゃいます。どんな家庭も、どんなお子さんも、等しく支援の手が差し伸べられ、健やかに

育つように、今後とも支援を進めていただきたいと思います。

和田委員

子育て期には、予測がつかないことや突発的なことが起きた時など、すぐに動ける身近な人

の支援を必要とすることが多いです。子育てや子どもの発達についての悩みを誰かに相談した

いとき、急用ができて短時間子どもを預けたいときなど、近所に子育ての先輩や時間に余裕の

ある元気なお年寄りなど、気軽にお願いできる人がいれば、大変助かります。「子どもは地域

の宝です」という言葉をよく聞きますが、子どもを地域ぐるみで育てるための地域ネットワ

ーク、地域コミュニティーの充実が望まれます。

行政がサービスを行うことはもちろん大切ですが、地域のことは地域で引き受けるという発

想はさらに大事だと思います。地域には頼りになる素晴らしい人材が眠っています。もっと

地域人材を活用すべきです。今の時代、なかなか難しい面もありますが、東日本大震災の教訓

等を踏まえれば、もっと地域での人間関係づくりを真剣に考えていかなければならない時に

来ているのではないでしょうか。
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おおいた子ども・子育て応援県民会議設置要綱

（設置）
第１条 次代を担う子どもの成長と子育て家庭を社会全体で支援するための取組を
定めた「大分県次世代育成支援行動計画（以下「県行動計画」という。）の着実な
推進に向け、次世代育成支援対策を全県的な広がりの中で展開するため、おおい
た子ども・子育て応援県民会議（以下「県民会議」という。）を設置する。

（所掌事務）
第２条 県民会議は、次に掲げる事項を所掌する。
(1) 県行動計画に基づく施策の効果的な推進及び進行管理に関すること。
(2) 次世代育成支援対策の全県的な広がりのある取組の推進に関すること。
(3) その他次世代育成支援対策の推進に関すること。

（組織）
第３条 県民会議は、40 人以内の委員で組織する。
２ 委員は、県内の各種団体の役員、学識経験者、公募に応じた者等のうちから知
事が委嘱する。

３ 県民会議に会長及び副会長を置く。
４ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。
５ 会長は、県民会議を代表し、会務を総理する。
６ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理する。

（任期）
第４条 委員の任期は２年以内とし、再任を妨げない。
２ 委員に欠員が生じた場合は、すみやかに補欠の委員の補充を行うこととする。
ただし、公募により選任された委員（以下「公募委員」という。）については、１
年を超える任期を残して欠員が生じた場合に限り、補欠の委員の補充を行うこと
とする。

３ 前項における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（会議）
第５条 県民会議の会議は、会長が招集し、その議長となる。

（部会）
第６条 県民会議に、部会を設置することができる。
２ 部会は、会長が指名する委員をもって構成する。
３ 部会には部会長を置き、会長が指名する。

（事務局）
第７条 県民会議の事務局は、福祉保健部こども子育て支援課に置く。

（その他）
第８条 この要綱に定めるもののほか、県民会議の運営に関し必要な事項は、会長
が別に定める。

附則
１ この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。
２ おおいた子ども育成県民会議設置要綱(平成１３年６月５日制定)は、廃止する。
附則
この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。
この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。
この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。
この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。
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◎会長 ○副会長
ふりがな

氏 名
い た い あ き こ

板 井 暁 子 大分県社会福祉協議会

○
う ね た に た か こ

宇根谷 孝子 立命館アジア太平洋大学

お お つ か の ぶ ひ ろ

大 塚 伸 宏 大分県経営者協会

お お に し ま さ ひ さ

大 西 正 久 公募委員

く り ば や し く み

栗 林 久 美 日本労働組合総連合会大分県連合会

こ が と も み

古 賀 友 美 公募委員

ご と う あ つ こ

後 藤 敦 子 大分県保育連合会

す い と う あ き お

出 納 皓 雄 大分県児童養護施設協議会

つ つ み よ う こ

堤 洋 子 大分県民生委員児童委員協議会

ど い た か の ぶ

土 居 孝 信 大分県私立幼稚園連合会

と や ま え み こ

外山 恵美子 大分県中小企業団体中央会

と よ だ ゆ り

豊 田 有 里 大分県ＰＴＡ連合会

な か あ や

仲 あ や 公募委員

は し も と じ ゅ ん こ

橋 本 順 子 社会保険労務士

ひ め の る り こ

姫 野 る り 子 公募委員

ふ じ も と た も つ

藤 本 保 大分県医師会

ふ じ わ ら ま ゆ み

藤 原 眞 弓 大分県商工会議所連合会

む く の み ち こ

椋野 美智子 大分大学

む ら か み ふ み こ

村上 冨美子 大分県立学校長協会

も り た ち え こ

森田 知恵子 大分県商工会連合会

◎
や ま ぎ し は る お

山 岸 治 男 大分大学

や ま し た け い ぞ う

山 下 茎 三 おおいたおやじネットワーク

よ ね く ら ゆ か り

米 倉 ゆ か り 大分県臨床心理士会

わ た な べ さ お り

渡 部 さ お り 大分合同新聞社

わ だ き ょ う こ

和 田 京 子 大分県小中学校長会協議会

平成24年度おおいた子ども・子育て応援県民会議委員名簿

(任期：平成23年6月30日～平成25年3月31日)

団体・機関・所属名等

計２５名（敬省略・５０音順）
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